
 
                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年７月１７日（金） 

調布市立第六中学校 

http://www.chofu-schools.jp/chofu6/ 

 

世界は変えられる 

校長  佐伯 あつ子 

生徒の皆さん、「世界」って何でしょう。 

「世界は○○だ」…皆さんは○○に、何という言葉をいれますか？ バラ色？ 灰色？ 

世界という言葉を辞書で引くと、たくさんの意味が出てきます。 

①地球上のすべての国家・すべての地域。全人類社会。 

②物体や生物など実在する一切のものを含んだ無限の空間。 

③自分を中心とした生活の場。自分の知識・見聞の範囲。 

…まだまだ、いくつもの意味が載っています。（「大辞林」三省堂より） 

「世界」は、客観的な意味で使われることもあれば、自分のごく個人的 

な認識の範囲で使われることもありますが、その境目は、はっきりしているようで曖昧であるとも感じます。 

でも一つ言えることは、自分の見ている世界と他者が見ている世界は全く同じではない、ということです。

何かを経験したとき、そのことがどのように心に刻まれていくのかは人によって違います。そしてその一つ一つ

刻まれたものが、その人の見ている世界を作っていきます。 

  ということは、「世界は変えられる」はずです。 

  この一学期は、皆さんにとってどんな一学期でしたか？とても充実したと感じている人もいれば、いろいろと

うまくいかなかったな、と感じている人もいると思います。もし苦しみを抱えている人がいたら聞いてください。 

  大丈夫。世界は変えられます。見方を変えれば、世界は変わります。 

悔やむような出来事があった人は、それを経験しながらもここまで来た自分を癒してあげましょう。 

失敗した自分を、うまくいった自分と同じように大切にしてください。 

「あなたが命を大事にすれば、世界はステキな場所になる」と終業式で聴きましたね。 

大丈夫です。自分の命を大事にして、過去でも未来でもない「今の自分」に希望の目を向けていれば、世界は

変わります。それでもつらくなったら、いつでも校長室に来てください。 ２学期も、みんなで元気に会いましょう。 

  ＜保護者の皆様＞ 

  いつも本校教育活動へのご理解ご協力をありがとうございます。明日から長い夏休みに入ります。事故

や熱中症等、保護者の皆様もお体にお気をつけて、お子様と一緒に充実した夏休みをお過ごしください。 

 

SEL（Social and Emotional Learning）の取組について 

六中では今年度、社会的能力を育むために、SELに取り組んでいます。 「生徒指導提要」（文部科学

省）には、「主に集団の場面で必要な指導や助言を行うガイダンスと、個々の生徒の多様な実態を踏まえ、 

一人一人が抱える課題に個別に対応した指導を行うカウンセリングの双方により、生徒の発達を支援する

（中略）観点から、場合によっては社会性の発達を支援するプログラム（SSTや SEL）を実施」することが 

記載されています。六中で行うプログラムでは、自己への気づき、他者への気づき、 

自己コントロール、対人関係、責任ある意思決定、問題防止スキル、重要事態への 

対応能力、積極的な社会貢献などの能力の育成を目指します。１学期は、「自己へ 

の気づき」を２回行いました。是非ご家庭でも話題にしていただけたらと思います。 

 

 

 

 

唐松岳頂上山荘からの眺め 



                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ジュニア研修部は、定期考査一週間前にテスト勉強を目的とした「まなびルーム」を 

企画しました。昼休みにMORIルームで行い、連日大盛況でした！ 仲の良い友達同士 

で教え合ったり、先生に教えてもったりして、勉強に励んでいる姿が見られました。 

「予想以上に参加してもらえて嬉しかった」「協働して学んでいる姿が見られて良かっ 

た」「交流が多くて良かった」など、ジュニア研修部のメンバーからも喜びの声があがり 

ました。大成功！ 

また、７月９日昼休みに「哲学対話＠MORI」を企画しました。こちらもたくさんの生徒 

が参加し、「クラスの仲がいいって何？」をテーマに、学年を超えて対話することができました。 今後もMORI

ルーム等を活用し、多様な学びに向けて様々な企画を行っていきます！   （文：ジュニア研修部 3年

生）                                                          （文責・ジュニア研修部） 

   
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

7月 

１日（水） 安全指導日 こころのアンケート  

          ロバートの英会話教室 

２日（木） 避難訓練 

６日（月） セーフティ教室 

８日（水） 数学ステップアップ教室 

１０日（金） ⑥カット 保護者会（全学年） 

１５日（水） 哲学対話 数学ステップアップ教室 

１６日（木） グリーンハロープロジェクト  大掃除 

１７日（金） 終業式  

コミュニティスクール学校運営協議会 

２１日（火） 夏季休業日（始） 

          三者面談（ ～２７日） 

8月 

７日（金） 学校閉庁日（ ～１４日）  

３１日（月） 夏季休業日（終） 

※２学期始業式は９月１日（火）です。 

         

７ ・ ８ 月 の 行 事 

ジ ュ ニ ア 研 修 部 の 取 組 

 

 

 ７月３日は生徒会本部役員 

企画の全校レクがありました。 

昼休みは多くの生徒が体育館 

に集まり、役員が考えたクイズ 

で盛り上がりました。また、６月 

最終週は学級委員会主催の 

「あいさつ運動」があり、昇降 

口は朝から元気なあいさつが 

飛び交っていました。 

 

生 徒 会 の 活 動 

サッカー部地域移行（民営化）について 

 サッカー部は昨年度から地域移行に向けて準

備を進めてきましたが、２学期から部活指導員の

竹内義博さんを中心とした OB の皆さんが母体

となって、本格的に地域移行（民営化）が始まり

ます。今後ともよろしくお願いいたします。 

ダニエル先生の訪問 

７月１３日は、イギリスから教育

研究者のダニエル・デニス先生

が視察のため六中を訪問されま

した。お昼には生徒と一緒に給食

を食べたり、ジュニア研修部と交

流したりもしました。 

視察を終えたダニエル先生

は、「六中の生徒たちは先生方の

温かさに包まれて、大人を信頼し

ている。外から誰が来ても自然に

積極的に話そうとしますね！」と、

感心されていました。 

 

ジュニア研修部の発案で、

修学旅行の発表会を２・３年

生合同で行いました。２年生に

とっては３年生の発表や質問

が来年の準備になりました。 

今学期の人権教育は、１年生が「性教育」２年
生が「女性」３年生が「インターネットによる人権
課題」でした。みんな真剣に取り組みました。 
７月１５日の哲学対話は、１年生「当たり前って
何？」２年生「なぜ働くのか」３年生「どんな人間
になりたいか」。難しい問いに向き合いました。 

７月２日合唱部が体育館で、３
日は保護者の方と森教諭がコント
ラバス、ピアノ、チューバによる演
奏を MORI ルームで行いました。
ステキな演奏に聴き入りました。 

今 月 の 多 様 な 学 び 



 

 


